



















































































































　 1 　 その知るところを自発的に申告することによって，自身の犯罪行為に
関係する刑事訴訟法第100条 a 第 2 項に定める犯罪行為が解明されう
るように本質的に寄与した者，または
　 2 　 自身の犯罪行為に関係し，自身がその計画を知っている刑事訴訟法第
100条 a 第 2 項に定める犯罪行為を阻止しうるような適当な時期にそ
の知るところを自発的に官署に申告した者
　② 第 1 項に定める決定に際し，裁判所は特に次のことを考慮しなければな
らない。
106　　創価ロージャーナル第11号
　 1 　 申告に係る犯罪の態様と範囲および行為の解明または阻止に対するそ
の重要性，申告の時期，行為者による刑事訴追機関への協力の程度お
よびその供述が関係する行為の重大性，並びに
　 2 　 犯罪行為及び行為者の責任の重大性並びに第 1 号に掲げられている諸
事情との関係
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訳，慶應法学 No.8（2007，慶應義塾大学大学院法務研究科）
・ 城下裕二「量刑基準に関する一考察（ 1 ）─量刑事情としての『犯罪後の態度』を中
心に─」北大法学論集43巻 4 号（1992，北海道大学）等。
